
   三つの方針 

広島市立広島工業高等学校 全日制課程（工業科） 

１ 教育目標 

基礎学力の向上と専門知識・技能の習得を図り、収集した情報を活用しつつ、他者と協

働して課題解決に取り組み、予測困難な社会を生き抜く力を育成する。規範意識や倫理観

等を身に付け、主体的に社会や地域に貢献する工業技術者を育成する。 

２ 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー） 

〇 工業技術者としての規範意識や倫理観を身に付けた生徒 

〇 自ら課題を見つけ、困難や失敗を乗り越えて解決しようとする生徒          

〇 収集した情報を検証・活用し、探究的な活動により、新たな価値を創造する生徒 

〇 命の大切さを知り、多様性を理解し、専門分野の異なる他者と協働する生徒 

３ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

〇 義務教育段階での学習内容の学び直しや少人数授業により基礎学力の定着を図り、体

系的に編成された普通教科への取組を通して、社会で求められる確かな学力を身に付け

ることができる教育課程 

〇 専門科目を体系的に編成し、講義と実習を適切に組み合わせた学びを通して、工業技

術者に求められる専門的知識と技能を習得することができる教育課程 

〇 総合的な探究の時間や実習、課題研究等において専門知識を生かした課題発見・課題

解決学習に取り組む。また、他科の生徒と連携する機会を設け、異なる専門分野に触れ、

互いに尊重し合って協働することができる教育課程 

〇 工場見学やインターンシップ、産学連携など、地域や社会と関わる機会を設け、コミ

ュニケーション能力やチーム協働力、知識活用能力等を身に付けることができる社会に

開かれた教育課程 

４ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

〇 学校行事やクラブ活動、ボランティア活動等に積極的に参加し、自分を高めようとし

ている生徒 

〇 自己実現・進路実現に向けて、高い目標を掲げ一生懸命に取り組んでいる生徒 

〇 科学や工業に興味・関心を持ち、ものづくりで社会の発展に貢献したいと思っている  

生徒 


